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プラハ国際アルピニズム・フェスティバル 2015 

Prague International Alpinism Festival 2015 

 

2015 年 11 月 20－22 日にチェコのプラハで恒例の第 12 回プラハ・フェスティ

バルが開催された。中村が招待されたのは今回が 3度目で、講演のテーマは「禁

断の南チベット―ブルースカイ・エクスペディション 2014」。フェスティバルは

盛況で約 3,500 名が参集した。講演ホールは 300―400 席。 

 

主宰者：オーストリアの国立公園 Hohe Tauern（主） 

    チェコの HUDY Sport（副） 

        オーストリアのチロルとチェコのロック・ポイント（主） 

    チェコの 5番街地区（副） 

 

プラハ・フェスティバルはヨーロッパ大陸最大級の山岳イベントの一つであ

るが、オーストリア登山文化を色濃く反映している。今回はオーストリアとと

もにスロベニアの参加が目を惹いた。スロベニア・アルプスはなかなかである。 

 

スピーカーは外国から 12 名（オーストリア 4 名、スロベニア 2 名、ネパ

ール 2 名、スウェーデン 1 名、スイス 1 名、ポーランド 1 名、日本 1

名）、チェコ 11名。 

スペシャル・ゲストはスロベニア大使、Hohe Tauern 代表、アン・ツェリン・

シェルパ（ネパール山岳協会会長）、中村（UIAA名誉会員）他 2名。 

 

講演の中で次の二人のスピーカーが特に中村の注意を惹いた。 

 

① チェコのフリークライミングのチャンピオン Adam Ondra のプレゼンテー

ションはフェスティバルの締めくくりに行われた。言わばハイライトでフリ

ークライミングがオリンピック種目に入るせえか、話題性を提供した。 

 

② オーストリアの気象士で山岳ガイドでもある Albert Leichfried の四川省・

四姑娘山山塊双橋溝（渓谷）のアイスクライミングの詳細なガイドには意表

を突かれた。昨今、内外のクライマーが注目しているだけに、主宰者の着目

に敬意を表したい。 
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           教会正面の会場案内のボード 
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National House – Venue of Festival  フェスティバル講演ホール（300－400席） 
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Austrian Climber, Albert Leichfried – Sichuan 四川・双橋溝 Ice Climbing 
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（右）オーストリア山岳会会長    （中）Adam Ondra (右)主宰者 L. Jirasco 

 

スロベニア・アルプス Slovenia – Julian Alps Triglav National Park 


